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 この   その   あの      bu         şu         o          
これ   それ   あれ        bu(n-)      şu(n-)     o(n-) 
ここ   そこ   あそこ bura       şura       ora   
こう   そう   ああ 
こんな  そんな  あんな 
  böyle      şöyle      öyle 









人称区分説  コ：話し手の近くにあるもの 
    ソ：聞き手の近くにあるもの 
    ア：話し手・聞き手から遠いもの 
距離区分説  コ：話し手の近くにあるもの 
    ソ：話し手からやや離れたところにあるもの 

















               話し手から近い・・・・・・ BU 
会話に導入されている 





(２) 指示対象は、şu を含む発話と同時に、聞き手によって同定されなければならない。 
 
bu も o も使えず、şu のみを使える例文として、次のようなものを挙げている。 
(状況：話し手が聞き手の後方を示しながら) 
    Aa   şun-a    bak,   Hasan    geliyor.  
      おや それを 見ろ， ハサンが 来るよ 
また次のように、「引用される内容が指示詞より後ろにある」場合にも şu のみが用いら
れると述べている。 
  Hasana     şun-u   söyleyeceğim,   “Anneni    meraklandırma.” 
        ハサンに これを 言うつもりです「君の母を 心配させるな」 
逆に bu と o は使えるが、şu は使えない状況として次のように、「指示されているのは既
に言及されている対象」である場合があると述べている。 
(A,B２人の会話) 
    A:  Sizin    okumak   istediğiniz     kitabı    getirdim. 
         あなたの 読み   たがっていた  本を  持ってきました（私は） 
B:  Bun-u / On-u   ne   zamana   kadar   ödünç    alabilirim? 
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表 1 【T】における指示詞の総数および【J】における指示詞の総数 


















































表 2 【T】と【J】の両方に出現している直示用法の指示詞の数 
（全体の 34,2%） 

































 この結果から、直示用法においてはコと bu がほぼ対応する用例が多いことがわかる。 
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表 3 【T】と【J】の両方に出現している照応用法の指示詞の数 
（全体の 65,8%） 


































この結果から、照応用法においてはソと bu/o が対応しやすいことがわかる。 
 
4.1 指示詞の考察－bu, o に関して 
 以下、まず bu と o の実際の用例を分析する。 
 
4.1.1 直示用法 
コと bu－用例数 39 
「ここ、とても寒いわ。（中略）」(p41) 
“Burası çok soğuk.” (p33) 









いる。なお、相手領域の対象物を指すときに şu を用いる例はここでは確認されていない。 
 
4.1.2 照応用法 
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「人間っていうものは、このたいせつなことを忘れてるんだよ。（省略）」(p99) 
“İnsanlar unuttular bunu,”(p74) 








“Arkadaşım olarak seçebileceğim tek kişi o.”(p53) 
照応用法におけるアと o の対応においては、以上のように、人称代名詞(he/she/it など)
で指し示すことができる場合であった。 
 










ソと o－用例数 40 
そこで、王子さまは、当惑して、そこを立ち去りました。(p59) 
Küçük prens kafası karışmış olarak uzaklaşmıştı oradan.(p44) 
 すでに述べた、話し手（書き手）が特に取り上げたいものを指すときに使った＜文脈焦




コ、şu とソ、o とアがそれぞれ対応する」という説明は、直示用法においては bu とコの対
応以外には適当ではない、と言える。 
照応用法においても、「トルコ語と日本語の、bu とコ、şu とソ、o とアがそれぞれ対応
する」という説明は適当でない。照応用法においては、bu/o とソの対応の方がより近いと
言える。また、照応用法におけて、bu は話し手（書き手）が聞き手（読み手）に対して特
に取り上げたいものを強調したい場合に用いられ（＜文脈焦点の bu＞）、o は単純に前述し 
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たものを指す場合に用いられる可能性があると言える。 
4.2 指示詞の考察－şuに関して 
















２）条件１を満たす・条件２を満たさない場合－用例 9 つが照応用法の後方指示 
“Sonrası şu: Gezegen şimdi kendi çevresindeki dönüşünü bir dakikada tamamlıyor. (p52) 
「すると、こうだよ。いまじゃこの星のやつが、一分間にひとめぐりすることになってる（中略）」(p69) 
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表 4 ディスコース説に基づく、şu の直示用法と照応用法の区別 
 条件２を満たす 条件２を満たさない 
条件１を満たす şu の直示用法 şu の照応用法・後方指示 







直示用法 bu 話し手が、空間・心理的に近いとみなした場合－日本語のコ(ソ)にほぼ対応 
  o  話し手が、空間・心理的に遠いとみなした場合 
          şu 話し手が、未だ会話にディスコースされていない・指示対象物は、şu を含
む発話と同時に聞き手によって同定される、とみなした場合 
※ジェスチャーを伴うこともある 
照応用法  bu 前述されたものを指す場合－日本語のソ(コ)にほぼ対応 
       （※話し手が特に取り上げたいものを指す＜文脈焦点の bu＞） 
  o  前述されたものを指す場合－日本語のソ(ア)にほぼ対応 
          şu １）後に続く引用節を指示する場合－後方指示（文章語の中で表れやすい） 













２系列の言語 － 英語、フランス語、ドイツ語、中国語、※アゼルバイジャン語など 
３系列の言語 － 日本語、チュルク語系（トルコ語、キルギス語、ウズベク語など）、朝鮮
語、グルジア語、ラテン語など 
４系列の言語 － ユカギール語、※トルクメン語など 
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